
貸 借 対 照 表
令和2年 3月31日現在

(単位：円)

科  目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ資産の部

  1.流動資産

      現金 0 0 0

      当座預金(借入用) 520 7,787 △ 7,267

      普通預金 671,743 996,365 △ 324,622

      未収金 4,859,571 5,239,244 △ 379,673

      仮払金 0 5,845 △ 5,845

      立替金 0 0 0

      前払金 438,432 443,588 △ 5,156

      流動資産合計 5,970,266 6,692,829 △ 722,563

  2.固定資産

    (1)特定資産

      センター継続拡充積立資産 409,120 0 409,120

      特定資産合計 409,120 0 409,120

      固定資産合計 409,120 0 409,120

      資産合計 6,379,386 6,692,829 △ 313,443

Ⅱ負債の部

  1.流動負債

      未払金 4,039,930 4,898,622 △ 858,692

      前受金 244,480 291,116 △ 46,636

      預り金 72,858 76,309 △ 3,451

      短期借入金 0 0 0

      流動負債合計 4,357,268 5,266,047 △ 908,779

      負債合計 4,357,268 5,266,047 △ 908,779

Ⅲ正味財産の部

  1.指定正味財産 0 0 0

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

  2.一般正味財産 2,022,118 1,426,782 595,336

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 409,120 ) ( 0 ) ( 409,120 )

      正味財産合計 2,022,118 1,426,782 595,336

      負債及び正味財産合計 6,379,386 6,692,829 △ 313,443



貸借対照表（内訳表）

令和2年 3月31日現在

(単位：円)

科　　目 法人会計 合　　計

Ⅰ資産の部

  1.流動資産

      現金 0 0 0

      当座預金(借入用) 520 0 520

      普通預金 △ 1,282,677 1,954,420 671,743

      未収金 4,715,974 143,597 4,859,571

      仮払金 0 0 0

      立替金 0 0 0

      前払金 409,432 29,000 438,432

      流動資産合計 3,843,249 2,127,017 5,970,266

  2.固定資産

    (1)特定資産

      センター継続拡充積立資産 409,120 0 409,120

      特定資産合計 409,120 0 409,120

      固定資産合計 409,120 0 409,120

      資産合計 4,252,369 2,127,017 6,379,386

Ⅱ負債の部

  1.流動負債

      未払金 3,987,096 52,834 4,039,930

      前受金 244,480 0 244,480

      預り金 59,003 13,855 72,858

      短期借入金 0 0 0

      流動負債合計 4,290,579 66,689 4,357,268

      負債合計 4,290,579 66,689 4,357,268

Ⅲ正味財産の部

  1.指定正味財産 0 0 0

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

  2.一般正味財産 △ 38,210 2,060,328 2,022,118

      （うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

      （うち特定資産への充当額） ( 409,120 ) ( 0 ) ( 409,120 )

      正味財産合計 △ 38,210 2,060,328 2,022,118

      負債及び正味財産合計 4,252,369 2,127,017 6,379,386

公益目的事業会計
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(単位 :円 )

科 自 当年度 前年度 増 灌
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3

継続事業の前提に対する注記

継続事業の前提に疑義はない。

重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法

減価償却資産については、定額法によつているが、現在該当資産なし。

(2)消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込み方式によつている。

特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及び残高は、次のとお りである。

特定資産の財源の内訳

特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。

(単位 :円 )

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

センター継続拡充積立金 0 409,120 0 409,120

〈
口 計 0 409,120 0 409,120

(単位 :円 )

科 目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額)

(う ち一般正味財

産からの充当額 )

(う ち負債に対応

する額)

特定財源

センター継続拡充積立金
409,120 (0) (409,120) (0)

〈
ロ 計 409,120 (0) (409,120) (0)



5 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとお りである.

(単位 :円 )

補助企等の名称 交イ」者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

補助金

運営補助金

運営補助金

国

市|

０

　

　

０

4,500,000

4,500,000

4,500,000

4,500,000

０

　

　

０

指定止味則産

指定正味財産

合計 0 9,000,000 9,000,000 0

財務諸表の注記のうち、次の項目については該当がない。

固定資産の取得価額、減価償去,累計額及び当期末残高

重要な会計方針を変更 したときは、その旨、変更の理由及び該当変更による影響額

担保に供 している資産

債権について貸倒引当金を直接控除 した残額のみを記載 した場合には、当該債権の債

権金額、貸倒引当金の当期末残高及び該当債権の当期末残高

保証債権 (債務の保 llFを 主たる目的事業 とする公益法人の場合を除く,)等の偶発債務

満期保有 目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

基金及び代替基金の1曽減額及びその残高

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

・関連当事者との取引の内容

キャッシュ フロー計算書における資金の範囲及び重要な非資金取引

重要な後発事象

その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らか

にするために必要な事項


